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江差町スポーツ施設条例の一部改正 概要 

 

１．改正の趣旨 

 江差町運動公園内にある江差町民テニスコート４面のうち２面を中高生等が

気軽に安全な環境でバスケットボールやフットサルが楽しめる広場として改修

を行うことに伴い、名称及び使用に関する規定について整備。 

 

２．名称及び整備内容 【別表第 1】 

 (1)施設名称  『江差町民子どもふれあい広場』 

  (2)整備内容  バスケットボールコート（28.0ｍ×15.0ｍ） １面 

         フットサルコート  （34.0ｍ×16.0ｍ）  １面 

         ※上記 2 コート内にドッジボールコート併設 

 

３．使用料及び使用申請 【第４条第 1 項、別表第２】 

(1)「子どもふれあい広場」は子ども達が自由に交流する施設として開放する

ことから、昼間の個人利用については「無料」とし事前申請を要しない。 

 (2)団体及び専用利用、夜間利用については、使用料を徴収（テニスコートと

同額）とし、事前に使用申請を要する。 

   ①団体・専用利用       ２００円／時間 

   ②夜間利用（18：00 以降） １，０４０円／時間 
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江
差
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
 
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（
使

用
許
可

）
 

（
使
用
許
可
）
 

第
４

条
 
ス

ポ
ー

ツ
施

設
を

使
用

し
よ

う
と

す
る
者
は
、
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

た
だ

し
、

委
員

会
が

特
に

認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
４
条
 
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

使
用

し
よ

う
と

す
る

者
は

、
委
員
会

の
許

可
を

受
け

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
 
（
略

）
 

２
 
（

略
）

 

 
 

別
表

第
１
（

第
２

条
関

係
）
 

名
称

 
位
置

 

水
堀

町
民
プ

ー
ル

 
江

差
町

字
水

堀
町
３
１
番
地
 

江
差

町
弓
道

場
 

江
差

町
字
本

町
２
１
７
番
地
１
 

江
差

町
民
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
 

江
差

町
字
砂

川
２
２
５
番
地
先
江
差
町
運
動
公
園
内

江
差

町
民

子
ど

も
ふ

れ
あ

い

広
場

 
江

差
町

字
砂

川
２

２
５
番
地
先
江
差
町
運
動
公
園
内

江
差

町
民
野

球
場

 
江

差
町

字
砂

川
２
２
５
番
地
先
江
差
町
運
動
公
園
内

江
差

町
民
多

目
的

広
場

 
江

差
町

字
砂

川
２

２
５
番
地
先
江
差
町
運
動
公
園
内

朝
日

町
民
体

育
館

 
江

差
町

字
朝

日
町
９
６
番
地
 

 

別
表
第
１
（
第
２
条
関
係
）
 

名
称

 
位

置
 

水
堀
町
民
プ
ー
ル

 
江

差
町

字
水

堀
町

３
１

番
地
 

江
差
町
弓
道
場

 
江

差
町

字
本

町
２

１
７

番
地

１
 

江
差
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

 
江

差
町

字
砂

川
２

２
５

番
地

先
江

差
町

運
動

公
園

内

 
 

江
差
町
民
野
球
場

 
江

差
町

字
砂

川
２

２
５

番
地

先
江

差
町

運
動

公
園

内

江
差
町
民
多
目
的
広
場

 
江

差
町

字
砂

川
２

２
５

番
地

先
江

差
町

運
動

公
園

内

朝
日
町
民
体
育
館

 
江

差
町

字
朝

日
町

９
６

番
地
 

 
 

別
表

第
２
（

第
７

条
関

係
）
 

水
堀

町
民
プ

ー
ル

 

（
略

）
 

江
差

町
弓
道

場
 

 
（

略
）
 

江
差

町
民
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
 

別
表
第
２
（
第
７
条
関
係
）
 

水
堀
町
民
プ
ー
ル
 

（
略
）
 

江
差
町
弓
道
場
 

 
（
略
）
 

江
差
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
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江
差
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
 
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

 
（

略
）
 

江
差

町
民
子

ど
も

ふ
れ

あ
い

広
場

 

区
分
 

使
用
料
（
1
時
間
あ
た
り
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
 

昼
間
（
個
人
利
用
）
 

無
料

昼
間
（
団
体
・
専
用
）

２
０
０
円

夜
間
・
1
8
：
0
0
以
降
 

１
，
０
４
０
円

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
 

昼
間
（
個
人
利
用
）
 

無
料

昼
間
（
団
体
・
専
用
）

２
０
０
円

夜
間
・
1
8
：
0
0
以
降
 

１
，
０
４
０
円

江
差

町
民
野

球
場

 

 
(略

）
 

江
差

町
民
多

目
的

広
場
 

 
（

略
）
 

朝
日

町
民
体

育
館

 

 
（

略
）
 

 
（
略
）
 

 
（
新
設
）
 

       江
差
町
民
野
球
場
 

 
(略

）
 

江
差
町
民
多
目
的
広
場
 

 
（
略
）
 

朝
日
町
民
体
育
館
 

 
（
略
）
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役場庁舎消防用設備改修工事資料 

 

１ 事業の概要 

庁舎の消防設備について、老朽化に伴い、煙感知器による警報の誤発報が多く発生している。庁舎

は災害時の拠点施設や避難場所としても活用されるほか、日常的に多くの来庁者があることから、安

全対策に万全を期すための設備改修を図る。 

 

 

２ 改修設備等 

 (1)煙感知器の交換 ２１箇所 

 (2)防煙シャッター自動閉鎖装置 １箇所（１階ロビー） 

 (3)防火扉ラッチ ２個 

 (4)避難誘導灯バッテリー ３個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 補正予算額 

 １，５９５千円 （全額一般財源） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

煙感知器 防煙シャッター 避難誘導灯 
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北の江の島拠点施設整備に係る民間活力導入調査業務委託資料 

 

１．民間活力の導入調査 

（１）調査の目的と手順 

「北の江の島」拠点施設の整備・運営事業全体を効率的に実施するために民間活力を最大限に活

用できる手法を調査します。 

（２）事業手法の抽出 

「道の駅」の整備・運営にあたっては、道内外において公設公営方式の他、民間活力を導入した

公設民営方式の事例があり、本調査業務により想定する事業条件に適合性の高い手法を抽出し、詳

細な検討を行います。 

特に本調査では、概算工事費、概算維持管理・運営費等について検討し、事業手法ごとのライフ

サイクルコストとＶＦＭ（総事業費を従来の方式と比べて、どれだけ削減できるかを示す割合）な

どを算出し、比較検討を行います。 

事業手法の抽出 ・類似事例等の抽出による検討 

 ⇩  

市場調査 ・民間事業者へのヒアリング調査の実施 

（民間事業者の意向調査） （参入意向、参入条件等の把握） 

 ⇩  

経済性の検討 ・ＶＦＭの算出による比較と検討 

 ⇩  

総合評価・事業手法の選定 ・民間事業者の参入意向等を加えて総合的に評価 

 

２．事業手法の例示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．補正予算額   ９，６９１千円 
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＜
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
＞
江
差
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
負
担
金
事
業

概
要

・
江
差
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
町
の
公
共
交
通
網
の
方
向
性
を
示

す
、
江
差
町
地
域
公
共
交
通
計
画
（
以
下
「
町
計
画
」
と
い
う
。
）
の
推
進
に
関
し
て
協
議
す
る
組
織
と
し
て
交
通
事
業
者
を
中
心
に
構
成
し
て
お
り
、
協
議
会
の

運
営
等
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
よ
り
当
初
予
算
と
し
て
成
立
済
み
。

・
町
計
画
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
で
の
本
格
運
行
を
見
据
え
て
い
る
、
サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と
の
官
民
連
携
に
よ
る
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス

「
江
差
マ
ー
ス
」
の
事
業
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
実
証
実
験
を
、
協
議
会
を
主
体
に
実
施
す
る
た
め
、
本
実
証
事
業
に
要
す
る
経
費
分
を
追
加
補
正
。

事
業
費

［
事
業
費
（
補
正
予
定
額
）
］

２
９
，
６
１
３
千
円
（
負
担
金
／
全
額
一
般
財
源
）

［
事
業
費
内
訳
］

・
基
礎
調
査
・
運
営
支
援
等
：
９
，
９
９
４
千
円

・
配
車
予
約
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
・
運
用
：
８
，
９
９
７
千
円

・
運
行
車
両
改
造
：
３
５
７
千
円

・
運
行
業
務
（
運
行
委
託
費
）
：
７
，
３
４
６
千
円
（
※
）

・
電
話
予
約
受
付
業
務
（
人
件
費
等
）
：
８
９
５
千
円
（
※
）

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
H
P
・
動
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
制
作
）
：
１
，
１
８
８
千
円

・
江
差
Ｅ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
：
３
３
３
千
円
（
※
）

・
そ
の
他
諸
経
費
（
住
民
周
知
用
物
品
購
入
等
）
：
５
０
３
千
円

（
※
）
町
業
務
分
と
し
て
「
江
差
マ
ー
ス
実
証
事
業
」
に
よ
り
別
計
上

［
採

択
］

・
本
実
証
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
令
和
５
年
７
月
４
日
付
け
で
国
土
交
通
省
「
令
和
５
年

度
共
創
モ
デ
ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
共
創
モ
デ
ル
実
証
運
行
事
業
）
」
に
採
択
さ
れ
た
た
め

同
補
助
金
で
あ
る
「
令
和
４
年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
（
共
創
に
よ

る
地
域
交
通
形
成
支
援
事
業
）
（
以
下
「
国
庫
補
助
金
」
と
い
う
。
）
」
を
活
用
。

・
国
庫
補
助
金
の
補
助
率
は
２
/
３
で
、
協
議
会
へ
の
直
接
交
付
。

・
国
庫
補
助
金
は
、
事
業
費
確
定
後
の
精
算
払
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
完
了
後
、
国
庫
補

助
金
を
含
む
負
担
金
の
残
額
分
に
つ
い
て
は
町
へ
戻
入
。

［
補
助
予
定
額
］

①
補
助
対
象
経
費
：
２
９
，
６
１
３
千
円

②
運
賃
収
入
(見
込
)：
５
４
０
千
円

③
差
額
(①
－
②
)：
２
９
，
０
７
３
千
円

④
補
助
予
定
額
(③
×
2
/
3
)：
１
９
，
３
８
２
千
円

⑤
町
負
担
額
(③
－
④
)：
９
，
６
９
１
千
円

国
庫
補
助

国
土
交
通
省

交
通
事
業
者
・

ポ
イ
ン
ト
付
与

委
託
業
者

協
議
会

江
差

町

国
庫
補
助
金

交
付

負
担
金

支
出

町
業
務
分

補
助
、

負
担
金
戻
入

業
務
委
託

～
補
助
ス
キ
ー
ム
～
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＜
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
＞
江
差
マ
ー
ス
実
証
事
業

概
要

・
江
差
町
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
で
の
本
格
運
行
を
見
据
え
て
い
る
、
サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と
の
官
民
連
携
に
よ
る
新

た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
「
江
差
マ
ー
ス
」
の
実
証
実
験
を
、
江
差
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
主
体
に
実
施
。

・
本
実
証
事
業
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
有
償
に
よ
る
実
証
運
行
（
運
行
予
定
期
間
：
令
和
５
年
1
1
月
～
令
和
６
年
２
月
）
を
軸
と
し
た
事
業
性
に
つ
い
て
検
証
。

・
本
実
証
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
町
が
行
う
業
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
正
。

事
業
費

［
事
業
費
（
補
正
予
定
額
）
］

８
，
９
５
９
千
円

＜
財
源
内
訳
＞
そ
の
他
（
協
議
会
補
助
）
8
,5
7
6
千
円
、
一
般
財
源
3
8
3
千
円

［
事
業
費
内
訳
］

１
．
デ
マ
ン
ド
バ
ス
電
話
予
約
受
付
業
務

：
１
，
２
８
０
千
円
（
給
料
9
0
1
千
円
、
職
員
手
当
等
1
1
5
千
円
、
共
済
費
1
4
8
千
円
、
役
務
費
1
1
6
千
円
）

２
．
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
業
務
（
委
託
料
）
：
７
，
３
４
６
千
円

３
．
江
差
Ｅ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
（
委
託
料
）
：
３
３
３
千
円

（
※
1
）
専
用
回
線
を
設
置
の
上
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
を
担
う
会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
予
定

（
※
2
）
運
行
業
務
を
、
町
内
交
通
事
業
者
へ
委
託
予
定

（
※
3
）
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
者
が
保
有
す
る
江
差
E
Z
O
C
A
カ
ー
ド
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
委
託

［
採

択
］

・
本
実
証
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
令
和
５
年
７
月
４
日
付
け
で
国
土
交
通
省
「
令
和
５
年

度
共
創
モ
デ
ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
共
創
モ
デ
ル
実
証
運
行
事
業
）
」
に
採
択
さ
れ
た
た
め

同
補
助
金
で
あ
る
「
令
和
４
年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
（
共
創
に
よ

る
地
域
交
通
形
成
支
援
事
業
）
（
以
下
「
国
庫
補
助
金
」
と
い
う
。
）
」
を
活
用
。

・
国
庫
補
助
金
の
補
助
率
は
２
/
３
で
、
協
議
会
へ
の
直
接
交
付
。

・
本
事
業
費
8
,9
5
9
千
円
の
う
ち
、
補
助
対
象
経
費
8
,5
7
6
千
円
は
、
補
助
対
象
者
で
あ
る
協
議

会
か
ら
町
へ
の
補
助
を
想
定
。

［
補
助
対
象
外
経
費
］

デ
マ
ン
ド
バ
ス
電
話
予
約
受
付
業
務
1
,2
8
0
千
円
の
う
ち
、
実
証
運
行
期
間
外
（
1
0
月
・
３
月
）

に
要
す
る
人
件
費
3
8
3
千
円
は
補
助
対
象
外
経
費
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
経
費
分
は
一
般
財
源

に
よ
る
充
当
。

国
庫
補
助

国
土
交
通
省

交
通
事
業
者
・

ポ
イ
ン
ト
付
与

委
託
業
者

協
議
会

江
差

町

国
庫
補
助
金

交
付

負
担
金

支
出

町
業
務
分

補
助
、

負
担
金
戻
入

業
務
委
託

～
補
助
ス
キ
ー
ム
～
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事業名旧江光ビル跡地活用拠点施設（（仮称）コミュニティプラザえさし）備品整備 

 

１ 事業の概要 

(1)目的  

令和６年度に供用開始する「旧江光ビル跡地活用拠点施設（（仮称）コミュニテ

ィプラザえさし）」に必要な各種備品等を整備 

 

(2)事業費  

２４，１６２千円（全額一般財源） 

 

(3)経費内訳  

①映像機器類一式：９，２４０千円 

・モニター、プロジェクター、設置費等 

②交流ホール備品一式：５，２９４千円 

・椅子、テーブル等 

③中高生のシェアスペース設置備品一式：４，２２９千円 

 ・椅子、テーブル等 

④ナカニワホール・事務室備品一式：１，０４５千円 

 ・傾斜型雑誌架、書庫等 

⑤交流活動室備品一式：９２６千円 

 ・書庫、冷蔵庫等 

⑥交流キッチン備品一式：６６９千円 

 ・スツール、冷蔵庫等 

⑦その他備品一式：９００千円 

 ・屋外ベンチ等 

⑧各種設置費等一式 １，７３７千円 

 ・ブラインド取付費、備品組立費等 

⑨施設設置消耗品一式（ゴミ箱等） １２２千円 

計 ２４，１６２千円 

 

 

(4)実施期間（予定）  

令和５年９月～令和６年３月 

 

担当課 まちづくり推進課 

 

【令和５年第３回定例会資料】 
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地
域
魅
力
発
信
事
業

１
．
事
業
概
要

株
式
会
社
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ
と
応
援
！
う
ま
い
も
ん
大
収
穫
祭
20
23

by
セ
ゾ
ン
の

ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
出
展
事
業
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
利
用
者
数
が
最
大
の
東
京
都
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

PR
を
行
う
こ
と
で
寄
附
増
額
や
江
差
町
へ
の
観
光
需
要
増
加
も
見
込
め
る
。

２
．
事
業
費

９
９
０
千
円
（
一
般
財
源
）

内
訳
）
旅
費
：
35
4千
円
、
需
用
費
：
65
千
円
、
役
務
費
：
21
千
円
、

出
展
負
担
金
：
55
0千
円

３
．
開
催
日
時

R5
年
10
月
14
日
（
土
）
及
び
15
日
（
日
）
10
時
～
18
時
（
予
定
）

４
．
会

場
池
袋
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
A

５
．
来
場
者
目
標

約
15
,0
00
人
（
イ
ベ
ン
ト
全
体
で
2日
間
の
べ
人
数
）

６
．
参
加
自
治
体
数

10
～
16
自
治
体
（
7月
末
時
点
で
8自
治
体
確
定
）
）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
事
業

１
．
事
業
概
要

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し
（
仮
称
）
が
オ
ー
プ
ン
後
、
多
く
の
住
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
継
続
的
に

様
々
な
仕
掛
け
を
う
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
外
の
多
様
な
視
点
を
持
っ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
人
材
募
集
を
図
る
。

２
．
事
業
費

２
，
７
０
０
千
円

※
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税
対
象

内
訳
）
給
与
：
1
,2
0
0
千
円
、
職
員
手
当
等
：
4
1
千
円
、
共
済
費
：
2
0
5
千
円
、
旅
費
：
5
9
4
千
円
、

需
用
費
：
1
0
0
千
円
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
：
1
2
0
千
円
、
備
品
購
入
費
：
1
0
0
千
円
、

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
：
3
4
0
千
円

３
．
業
務
内
容

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し
の
管
理
・
運
営
に
係
る
業
務
。

４
．
採
用
人
数

１
名
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滋賀県東近江市との地域連携協定締結 
 【事業費：374 千円】 

 旧能登川町と合併した東近江市と江差町において、双⽅の地域特性及び地域資源を活かした連携
により互いの地域振興を図るとともに災害時の応援体制を構築するため、本年 9 ⽉定例会以降、町
⻑及び町議会議⻑が東近江市を訪問し、地域連携協定を締結する。 
 
１ 東近江市（旧能登川町）との主な経緯  

期⽇ 内     容 備 考
昭和59年6⽉1⽇ 旧能登川町と「姉妹都市提携」調印
平成9年5⽉26⽇ 旧能登川町と「姉妹都市災害時相互応援協定」締結
平成17年10⽉17⽇ 合併を控えた旧能登川町と姉妹都市交流について協議
平成18年1⽉1⽇ 旧能登川町が東近江市と合併
平成19年12⽉18⽇ ⾏政主導の都市交流から市⺠間交流への継承を確認
令和4年8⽉16⽇ 東近江市⻑及び江差町⻑双⽅が新たな協定締結を確認
令和4年10⽉28⽇ 「災害時相互応援協定書」(案)を双⽅で確認
令和5年2⽉22⽇ 東近江市より「地域連携協定」締結について打診
            〜 双⽅で「地域連携協定」(案)を協議
令和5年6⽉6⽇ 「地域連携協定書」(案)を双⽅で確認
            〜 双⽅で調印式開催時期等について協議  

 
２ 地域連携協定による双⽅の協⼒事項  
 (1) 災害時における相互応援 
 (2) 特産品の販路拡⼤ 
 (3) 知名度向上及び誘客 
 (4) 近江商⼈などの歴史⽂化資源の交流 
 (5) その他両市町が必要と認める事項 
 
３ 地域連携協定締結に向けた今後の予定  
 ・ 令和 5 年第３回定例会へ東近江市訪問旅費、記念品の関連補正予算提出 
 ・ 町⻑、議⻑及び随⾏員が東近江市を訪問し、調印式に出席 (令和 5 年 11 ⽉下旬を予定) 
 
４ 協⼒事項の推進  
 ・ 協⼒事項に関する具現化の検討と推進 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
（
令
和
５
年
度
秋
接
種
）
の
概
要

≪
健
康
推
進
課
≫

■
令
和
５
年
度
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
位
置
付
け

特
例
臨
時
接
種
の
実
施
期
間
を
令
和
６
年
３
⽉
３
１
⽇
ま
で
１
年
間
延
⻑
し
、
令
和
５
年
秋
冬
に
５
歳
以
上
の
⽅
は
、
１
回
の
接
種
を
実
施
す
る
。

(1
)対

象
・
初
回
接
種
（
1・
2回
⽬
）
を
完
了
し
た
５
歳
以
上
の
⽅

延
べ
６
，
０
０
０
⼈

(2
)接
種
間
隔

前
回
の
接
種
か
ら
少
な
く
て
も
３
か
⽉
以
上
間
隔
を
あ
け
る

(3
)接
種
回
数 １
回
（
初
回
接
種
以
降
、
回
数
に
限
ら
ず
１
回
の
み
）

(4
)使
⽤
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
、
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
（
い
ず
れ
の
ワ
ク
チ
ン
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
XB
B1
.5
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
）

(5
)接
種
体
制

※
詳
細
な
⽇
程
等
に
つ
い
て
は
接
種
担
当
医
療
機
関
と
調
整

・
集
団
接
種
（
１
⽇
２
５
０
⼈
×
１
６
⽇
=延
べ
４
，
０
０
０
⼈

10
⽉
下
旬
〜
12
⽉
下
旬
に
実
施
予
定
）

※
送
迎
バ
ス
の
運
⾏
あ
り

※
対
象
者
６
,０
０
０
⼈
−
⾼
齢
者
施
設
接
種
者
数
８
０
０
⼈
＝
５
,２
０
０
⼈

５
,２
０
０
⼈
×
接
種
率
７
５
％
＝
３
,９
０
０
⼈
＋
１
０
０
⼈
（
地
域
外
接
種
※
接
種
費
⽤
対
象
外
）
＝
４
,０
０
０
⼈

・
⾼
齢
者
施
設
等
接
種
（
６
施
設
、
延
べ
８
０
０
⼈
、
11
⽉
中
旬
〜
1⽉
下
旬
に
各
医
療
機
関
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
終
了
後
、

順
次
実
施
予
定
）

・
そ
の
他
接
種

個
別
接
種

１
０
０
⼈

⼩
児
接
種

１
０
０
⼈

町
外
接
種

３
０
０
⼈

(6
)接
種
予
約

・
接
種
券
は
、
年
齢
別
に
区
切
り
、
段
階
的
に
順
次
送
付
。

・
６
５
歳
以
上
の
対
象
者
に
は
、
春
接
種
と
同
様
に
⽇
付
を
指
定
し
て
全
員
へ
接
種
券
配
布
（
接
種
希
望
者
の
み
ハ
ガ
キ
返
信
）

・
12
歳
以
上
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
we
bで
予
約
受
付
。

(7
)そ
の
他

・
⼩
児
（
５
〜
１
１
歳
）
及
び
乳
幼
児
（
６
カ
⽉
〜
４
歳
）
の
接
種
体
制
等
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
医
療
機
関
と
調
整
）

・
初
回
接
種
希
望
者
を
随
時
募
集
（
希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
、
個
別
に
医
療
機
関
と
調
整
し
接
種
）

①
令
和
５
年
度
秋
接
種

補
正

予
算

額
３
０
，
７
５
９
千
円
（
全
額
国
費
）

・
内
訳

①
接
種
体
制
確
保
事
業

１
６
，
１
０
８
千
円

、
②
接
種
費
⽤
負
担
⾦

１
４
，
６
５
１
千
円

②
接

種
費

⽤
集
団
接
種
３
,９
０
０
⼈
＋
施
設
接
種
８
０
０
⼈
＋
個
別
接
種
１
０
０
⼈
＋
⼩
児
接
種
１
０
０
⼈
＋
町
外
接
種
３
０
０
⼈
＝
５
,２
０
０
⼈
で
算
出
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森林整備地域活動支援事業の概要

＜所管課：産業振興課＞

<事業の趣旨>
森林の有する多面的機能が十分に発揮されるよう、森林経営計画による計画的
かつ適切な森林整備の推進を図ることを目的とする。

＜事業概要＞
森林経営計画が策定されている森林（私有林）で、森林経営計画期間内におい
て、集約化された間伐の実施に必要な、森林調査及び森林境界の測量を実施す
る事業者を支援する。また、本事業（調査・測量等）終了後には、事業者は森林の
間伐を実施することが事業の必要条件となっている。

＜事業者が実施する具体的な事業内容＞
・森林調査簿、登記簿・公図などの情報収集・整理
・施業予定地の樹種、樹高、胸高直径などの調査
・路網の線形を決定するための調査
・森林所有者への施業提案、合意形成
・林小班・地番の境界の測量
・道・町への測量データの提供

＜事業対象面積＞
約１５０ｈａ

＜事業費＞
６，３００千円 (財源 ： 全額道費交付金)
［交付金の流れ ： 道⇒町⇒事業者］

＜ＳＤＧＳとの関連性＞
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豊かな前浜づくりプロジェクト（略称：ハマプロ）
～つくり・育てる漁業を核とした地域経済の好循環の実現を目指して～

（企業版ふるさと納税活用事業）

江差町まち・ひと・しごと創生寄付金（企業版ふるさと納税）を活用した事業の展開

□ トラウトサーモンの海面養殖事業の推進
＜補正予算額：16,000千円＞
◇財源構成
【一般財源 13,878千円
江差町企業版ふるさと納税地方創生基金取崩 2,122千円】
＜事業概要＞
◇実施主体 江差地域漁業振興実証計画地域協議会

（事務局：ひやま漁業協同組合）
◇事業費 旅 費： １１８千円

補助金：１5，8８２千円（10/10補助）
◇事業内容
・養殖稚魚数 4,000尾
・餌料
・養殖に必要な経費等

＜ＳＤＧＳとの関連性＞

ＳＣＢふるさと応援団（信金中金の企業版ふるさと納税）スキーム

・民間企業（生産・流通団体、外部有識
者等）との連携による種苗生産から流
通までのバリューチェーンを構築。

・需要に応じた加工・販売などのマー
ケットイン型増養殖事業の展開により、
採算が見込める事業経営の促進。

・町内の飲食店等への販売（地産地消）
や、ふるさと納税返礼品・Webショップ
等（地産外商）を通じた地域経済の好
循環の実現。

＜所管課：産業振興課＞

トラウトサーモン海面養殖事業

本町の漁業スタイルに“ハマる”養殖・栽培漁業を推進するため、令和４年度より実施しているトラウト
サーモン海面養殖事業の２年目。なお、SCBふるさと応援団（信金中金の企業版ふるさと納税）寄附金を
活用し実施する。

※種苗4,000尾の購入費 ※餌料
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かもめ島中央遊歩道保全対策調査（法面崩落防止）資料 

 

１ 事業箇所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の概要 

江差町の観光地であるかもめ島について、観光客等が周遊（通行）のため往来する中央遊歩道の保

全を目的とした法面崩落防止対策を図るべく地質調査を実施する。 

 (1)測量業務  平面測量０．０８ｈａ  縦断測量１２ｍ  一式 

 (2)設計業務 一式 

 (3)地質調査業務（一般調査～ボーリング２か所含む、解析等調査） 

 ※令和５年度で調査、令和６年度で工事を実施する２か年計画。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 補正予算額 

  １２，１３３千円（全額一般財源）   ※地域づくり総合交付金を申請中 
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江差港シャトルバス運行支援事業の概要

＜産業振興課＞

◇事業の目的

江差港は、奥尻町と北海道本土を結ぶ唯一の海上交通手段となっ

ており、江差町のみならず、奥尻町の生活や経済活動にも大きな影

響を及ぼしかねないことから、重要性は高まっている。

現在、北埠頭‐５.０ｍ岸壁（フェリー岸壁）は国直轄港湾整備事

業により整備を行っているが、工事期間中の１０～３月はフェリー

の停泊が出来ないことから、代替岸壁として新北埠頭を利用してい

る。江差港北埠頭にある江差港湾センター（フェリーターミナル）

から船が接岸する新北埠頭岸壁までの間、利用客を乗せるシャトル

バス経費に対して、支援するもの。

◇事業主体

ハートランドフェリー株式会社

◇予算措置

事業費：６，０００千円 × １／３以内 ＝ ２，０００千円

＜ＳＤＧｓとの関連性＞
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江差港漁船等上架施設ワイヤー整備購入事業の概要

＜産業振興課＞

◇事業の目的

江差港北埠頭上架施設の上下架に使用するワイヤーの更新時期に

きており、船舶の上下架が出来なくなってしまうこと、上下架中に

劣化により事故が発生する懸念もあることから更新するもの。情勢

的にも物の納品が遅れていることから、令和６年度当初予算による

発注では、更新が間に合わないため、補正し購入するもの。

◇予算措置等

１，９４９千円

＜ＳＤＧｓとの関連性＞

◇購入計画

・直揚用ワイヤーロープ （22㎜／650ｍ） 赤線

・下架用ワイヤーロープ （20㎜／250ｍ） 緑線

・直揚用台付ワイヤーロープ （36㎜／8ｍ） 青線
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中歌町団地外壁・屋根ほか改修工事追加工事資料 

 

１ 事業の概要 

現在改修の工事に着手している中歌町団地について、外壁、屋根、居間及び共用部窓のサッシ化に

加え、台所及び風呂の窓についてもサッシ化し、居住水準の向上を図る。 

 (1)台所の窓のサッシ化 １２箇所 

 (2)風呂の窓のサッシ化 １２箇所 

 ※契約変更による工事発注 

 

２ 中歌町団地立面図（正面）及び写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 補正予算額 

  １，９５５千円 （全額一般財源） 

 

 

 

 

 

台所×12 箇所 

風呂×12 箇所 
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全国瞬時警報システム（J アラート）情報自動起動配信システム整備事業  
【総務課】 

 

【事業概要】 

 Ｊアラートで受信した緊急情報を、人手を介さず多様な手段で住民に配信するシステム整備 
   

   ◆事業費 1,254 千円 
     内訳： 

 

  ◆システム運用開始時期  令和５年 12 月予定 

 
【システム概要】 

 

役場庁舎 Ｊアラート受信機

  気象庁／内閣官房 

    （消防庁経由）緊急情報 

自動起動装置（ハード整備） 

H25 年整備・耐用年数超過 

インターネット 

携帯電話網 

緊急速報メール配信サーバ 

住民 

今回整備システム 

接続 

登録制

メール 

自動メール送信 

専用ＷＥＢページ 

モバイル発信 江差町 

独自情報

システム事業者クラウド

（ソフト整備） 

住民 
町公式

ＬＩＮＥ 

Yahoo! 

防災速報 

携帯電話網・IP 網 

一斉配信（配信先選択可能） 

緊急速報

メール 
緊急速報

メール 

事業の範囲 

システム整備委託料 990 千円 
システム使用料 264 千円 （月額 66 千円×４か月(令和５年 12 月～令和６年３月)） 
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北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約新旧対照表 

新 旧 

（略） 
附 則（令和５年２月２日告示第４号） 

この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日

から施行する。 
附 則 

この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日

から施行する。 

（略） 
附 則（令和５年２月２日告示第４号） 

この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日

から施行する。 

 

別表 別表 

 組合を組織する市町村、一部事務組合及び広域連合  組合を組織する市町村、一部事務組合及び広域連合

 ⑴ 市町村 （略）  ⑴ 市町村 （略） 

 ⑵ 一部事務組合及び広域連合  ⑵ 一部事務組合及び広域連合 

区  分 一部事務組合及び広域連合 

石狩管内～檜

山管内 
（略） 

後志管内 北後志衛生施設組合、羊蹄山麓

環境衛生組合、南部後志環境衛

生組合、岩内地方衛生組合、羊

蹄山ろく消防組合、岩内・寿都

地方消防組合、北後志消防組

合、南部後志衛生施設組合、後

志広域連合 

空知管内～根

室管内 
（略） 

 

区  分 一部事務組合及び広域連合 

石狩管内～檜

山管内 
（略） 

後志管内 北後志衛生施設組合、羊蹄山麓

環境衛生組合、南部後志環境衛

生組合、岩内地方衛生組合、羊

蹄山ろく消防組合、岩内・寿都

地方消防組合、北後志消防組

合、南部後志衛生施設組合 

 
空知管内～根

室管内 
（略） 
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